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題字: 椿坂小籬（鮎の会所属) 
 
 

2004 年度研究会 

 
開催日時・場所 

 

 

日時：2004 年 6 月 27 日（日） 
場所：北海道大学  
（１）若林 和夫（北海道民族学会会員）

「寛政期を中心とした関連文献に

おける オオウバユリ食用記述とそ

の周辺」 
（２）切替 英雄（北海学園大学）「アイヌ

語のもう一つの１」 
（３）林 義夫（医療法人社団心友会）「伝

統日本食の復興を：治療文化人類学

的 考察から」 
（４）新森 紀子（（社）北海道開発技術セ

ンター）「都市の耐雪化と冬期生活の 
変化に関する一考察」 

（５）原 文宏（（社）北海道開発技術セン

ター）「冬期交通と北海道の生活・産 
業の変化に関する一考察」 

 
 
 
 

日時：2005 年 1 月 22 日（土） 
会場：北海道大学  
（１）乾 淑子（北海道東海大学）：「爆弾

三勇士」の造形―着物、文鎮など 
（２）林 義夫（医療法人社団心友会）：近

年の先進長寿県にみる短命化傾向

（～伝統的日本食の衰退）―蔓延化

するファーストフード化をスローフ

ード化への私達の２、３の取り組み

について 
（３）浅川 千登勢・石井 智美（酪農学

園大学）：2004 年夏のモンゴル遊牧

民と家畜 
（４）石井智美（酪農学園大学）：雪害後の

モンゴル遊牧民の健康と栄養 
（５）小杉 真智子（北海道大学）：ハンセ

ン病者のライフストーリーと療養所

コミュニティ 
（６）高泉 拓（北海道大学）：右翼ロック

バンドの人類学的研究 

研究会発表抄録 
以下には、論文寄稿した発表者以外の、掲載を希望した方の抄録のみを掲載しました。 

  
 

爆弾三勇士という図柄 

 

乾 淑子 ( 北海道東海大学 ) 
 

爆弾三勇士こそ 15 年戦争期を象徴する

最もこの時代らしい英雄であった。日清日

露の時代には語られる英雄の多くが将校で

あったのに対して、三勇士は兵卒である。

将から兵への戦の主体の移行を象徴するの

が彼らだった。 
 着物の図案を見ても、日清期の錦絵に描

かれるのは江戸時代の錦絵におけると同様

な将と将が馬上で切り結ぶ場面である。図

案職人が戦場を見ずに描いたからでもある

が、より多く市場に流通していた錦絵にお

いても似た状況であった。つまり、それら

の場面は大衆の好みにあっていたからこそ

支持され、購入されたのであろう。 
 日露戦争の時代には錦絵よりも盛んにな

った石版画においては将も兵も共に主役的

な扱いによって表現されることが増え、そ

の傾向は時代が下がるにつれて顕著となる。 
 昭和の初期になると雑誌の挿絵などにお

いてもすでに写真が一般的となり、そこで
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は将も兵もそれぞれに被写体となる。また

子供向けの着物の図案としての兵士は明治

期と異なり、子供の顔や体格に置き換えて

表現された兵士たちになる。これは兵隊さ

んごっこをしている可愛らしい子供にも見

えるのだが、そこに登場する戦車や大砲な

どが生々しく、本物の兵士の情景を子供姿

で描いていると解釈する他にない図柄だと

分かる。  
 昭和の１５年戦争の時代になるとそれが

決定的になるのであるが、その嚆矢となっ

たのが、三勇士であった。彼らは工兵であ

った。工兵とは銃や大砲で攻撃する兵では

なく、橋を架けたり、または作戦上必要な

ら橋を落としたり、穴を掘ったりするのを

専門にする兵士である。もちろん戦場にい

るのだから、時には自ら銃や刀を取って戦

うこともあっただろうが、縁の下の力持ち

である。 
 昭和７年２月２２日午前５時、上海事変

の最中の廟行鎮で、江下武二、北川丞、作

江伊之助の３人は味方の攻撃のために敵の

鉄条網を破るように命令された。しかし、

敵も破られてはならじと応戦する中での破

壊作業であり、彼らの前にすでに銃撃を受

けて倒れ、鉄条網爆破に失敗した兵士たち

がいた。そして彼らの番が来た時、長い破

壊筒を三人で持っての突撃の途中、一人が

つまずいて倒れたために時間がかかりすぎ

て仕掛けた爆弾から逃れられずに戦死した

ことになっている。この辺りの実際の戦況

については諸説あるが、それに関する検討

は本稿の主旨ではないので省略する。 
 彼らの戦死の直後から不自然なほどに取

り上げられ、朝日新聞系列では肉弾三勇士、

毎日新聞系列では爆弾三勇士として連日そ

の記事が紙面をおどる。その戦死は浪曲、

舞台、舞踊、箏曲、講談、映画（５本！）

などになり、銅像も立てられ、三勇士饅頭、

銘酒なども売り出され、三勇士の歌もいく

つか作られた。公庄氏の収集した着物にも

以下のような歌詞と楽譜が染められていた。 
1 廟行鎮の敵の陣 我の支隊すでに攻む 
折から凍る如月の 二十二日の午前五時 

2 命令下る 正面に 開け歩兵の突撃路 
 装置の間無し 点火して 破壊筒をば 

抱き行け 
3 答えて「はい」と 工兵の作江、北川、

江下ら 
凛たる心が 思うことこそ一つなれ 

 毎日新聞は懸賞募集をし、特等は与謝野

鉄幹作の詩であった。昭和１７年の初等科

国語、音楽の教科書にも彼らのエピソード

が採用される。 
 ラッパ手であった木口小兵を除いては、

兵が大きく扱われることはそれまではあま

りなかった。これは個人が戦うのではない

組織による近代戦であるということが明治

を経て、一般に理解された結果であり、ま

た多くの一般人を戦にいざなうためにも不

可欠なのが、兵卒の英雄だったのかもしれ

ない。 
 それにより、着物にも三勇士が描かれた

ものが登場する。しかし、三勇士柄には東

郷元帥を描いた着物とは大きな違いがある。

図１は帯であるが、Bakudan  Sanyuushi 
とローマ字で書き、鉄兜が三つ描かれる。

また図２は羽裏であるが、三勇士の戦死を

伝える新聞記事と工兵を表現するツルハシ、

三つの鉄兜であり、鉄兜の一つの中には戦

場の地図が描かれている。その他にも漢字

で「三勇士」と書き、鉄条網を配した柄や、

子供姿の三人の兵が爆弾を持って走る図な

どがある。共通するのはこの三人の顔を忠

実に再現しようというような図柄は一つも

ないということである。 
 翻って東郷元帥の柄を見ると有名な三笠

艦上での指揮風景や、勲章で威儀を正した

肖像を写したものなどのおなじみの図をそ

のまま借用した柄であり、東郷氏であるこ

とは一目瞭然である。有名な将軍と、昨日

まで全く無名だった兵卒とは違うのは当然

でもあろうが、鉄兜三つで表現するとか、

漢字で代用するというところまで行くとや

はり、何か違うと感じる。ただし、これは

着物の文様化の手法によることでもある。

例えば玉手箱を描いて浦島太郎を、笹の葉

とハサミを描いて舌切り雀を表現する「留

守文様」という手法があり、それを三勇士

に援用すれば鉄兜三つになるのだろう。ま

た、寛文小袖には梅の枝に「鶯」という漢

字を配して鶯という鳥を表現するなどの

「葦手模様」という手法があり、それから

出たのが「三勇士」という漢字での表現な

のかもしれない。 
 しかし、やはり東郷元帥にはこれらの手
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法は用いられなかったことを見ると三人は

どんなに祭り上げられようと、英雄美談に

登場する誰でも良い誰かにすぎないのでは

ないかと思われる。被差別部落出身である

という噂の正否が繰り返し取り沙汰される

ほどに貧しい家庭で育った三人は、死んで

親に恩給をもたらした孝子でもある。良き

兵士を生み育てた彼らの母親たちもまた女

性の英雄として顕彰の場に引っ張りだされ

たりしている。それはその後十余年も続い

た戦争を戦う上で必要な仕掛けだったに違

いない。 
 本稿の執筆については奥西美知子氏、公

庄れい氏のお世話になり、鹿島美術財団の

助成を受けました。記して深く感謝いたし

ます。 
参照文献 
上野英信 

1984  『天皇陛下万歳——爆弾三勇士序

説』 、筑摩書房 
公庄れい 

2004 「花園村より 12.モスリン」『綱手 

no.188』、34-41、綱手短歌会 
2004 「花園村より 13.モスリン補遺」『綱

手 no.190』、60-66、綱手短歌

会 
 

   
図１ 三勇士文様帯皮           図２ 三勇士文様羽裏 

 
 
 

伝統日本食の復興を： 

治療文化人類学的考察から 

 

近年の先進長寿県にみる短命化傾向 

（～伝統的日本食の衰退） 

 
林 義夫（ 医療法人社団心友会 ） 

 
病は口から入る(貝原益軒 『養生訓』)

や、栄養で病気を治す(ジョナサン・ライト 

米国)の如く、私は現在本邦社会に蔓延して

いるメタボリック・シンドローム(生活習慣

病)は食習慣病と別称されても妥当との考

えがあり、基本的な生活習慣の第一は食事

に始まると考えられている。平成 14 年度来、

伝統的手作り日本食が従来からの地中海食 

 

や中国食(薬膳)とともに世界の長寿食であ

ると言われる如く、一方、本邦の伝統日本

食はまた、本邦人の開祖である縄文人がそ

の当時 1800 余年前にすでに長寿命である

ことが知られている(魏志倭人伝)。私達現代

人はその DNA(遺伝子)を継承していると考

えるべきである。 
 寿命は①遺伝子と②環境要因(食も含め

て)で形成され、高齢者では②の要因が大き

いことが知られる。すでに古く消滅した長

寿村として吾が国では山梨県綱原村がある

が、今日つい先達まで有名な長寿県であっ

た沖縄も、長寿命は男女とも長野県にゆず

り、女性は国内で 3 位、男性は 27 位と低下
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している。それらの要因はより多く若年者 
食のファーストフード化や、電化と車社会

進展による食を環境要因の変化による若年

層の動脈硬化の進展による逆縁死が多いこ

とによると考えられる。 
 地中海食の例でも今日のイタリーでは、

ファーストフード化による小児肥満が 30%
といわれ、心ある人に憂慮されている。私

は、本邦全国縦断的に、2 年前に小規模な

がら約 1000 余例のアンケート調査で、20
才～40 才代で 50～60%、60～70%才代でも

30%の人達がファーストフード化しており、

このことから高齢者でも手造り日本食の伝

統食が消滅しつつあることを知り、手造り

伝統日本食運動の再興運動を草の根運動と

して進めている。同様の調査で、祖母や母

から手造り食の躾教育をうけた人は 25%程

度と回答しており、それを実行している人

はわずかに 15%にすぎなかった。今日、BSE、

鶏インフルエンザ以来、又、生産者企業に

よる産地変装や成分偽表示等で、食の不安

が 80%、健康不安は 60%に達している。 
 

表 1 スローフードキャンペーン「草の根運動」 

ファーストフード（購入食）と手造りの比率調査 
調査期間 02 年 11月～04 年 01 月迄     総計 1,025 人 

 

   

 年    代 手   造   り 購    入 統    計 
10 代  ～  20 代 87 人 

（ 44 . 8 ％） 
107 人 

（ 55 . 2 ％） 194 人 
30 代  ～  40 代 156 人 

（ 48 . 8 ％） 
164 人 

（ 51 . 2 ％） 320 人 
50 代  ～  60 代 234 人 

（ 71 . 3 ％） 
94 人 

（ 28 . 7 ％） 328 人 
7 0  歳 以 上 131 人 

（ 71 . 6 ％） 
52 人 

（ 28 . 4 ％） 183 人  
 

 
 現実に主食としての精白米も、有効成分

は米糠として捨て去られ、主食は手軽なパ

ン食が多くなっている。しかし、米飯は副

食物としてカロリーのみではなく必要微量

栄養素、ビタミン、ミネラル、食物繊維と

の組み合わせに非常に優れており、ここに

おいて私達は無農薬スプラウト(発芽玄米

食)と巡りあい、これを大きな手がかりとし

て精白米 7:発芽玄米 3 くらいの割合の炊飯

がとても美味で、かつ栄養十分であり、地

産地消かつ旬の物を多く取り入れることが

生活習慣病予防の大きな要因であり、その

基本を無農薬発芽食におき、そのことによ

って、食による生活習慣病の予防につなが

るものとして推進しているものである。 
また、動脈硬化の進行は生活習慣病の起

因としてより一層若年化し、かつ、一方で

は肥満小児が増加していると諸種の報告に

見る如くであり、脂質代謝異常は大きなリ

スクファクターとして、その予防・予治は

喫緊の重要事といえる。 
 従来、女性の動脈硬化の発症は男性（45
歳＜）に比し、閉経後期よりの発生（55 歳

＜）が知られるが、私は受診者中たまたま

有経女性（40 歳時）でも脳梗塞例を知り、

それらの要因は近年とみにみられる食生活

の変化をはじめとしたライフスタイルの変

化の蔓延が大きな要因と考える。 
今回、抗動脈硬化作用効果を持つという

ＥＰＡ・ＶＥ他２～３のサプリメントにつ

いてそれらの服用効果について検討したと

ころ、１）まずＭＣ－ＦＡＮ器による血流

速度（ベタベタ血液→サラサラ血液）は、

ＶＥ（７日）、ＥＰＡ（４週）他、２～３サ

プリメントではいずれも改善されることを

確かめ、２）血中活性酵素、フリーラジカ

ルはＦＲＡＳ４器によって測定し、ＶＥで

は服用後、抗酸化力が上昇し、対応する酸

化ストレス度が下降し、ＥＰＡでもほぼ同

様の効果を得た。ボランティア女性（３名）

40～55 歳と入院患者４名はほぼ同様の傾

向を示し、３）ＶＥの７日間服用は、サー

モグラフィーによる四肢体表温度からみて

抹消血行不良（冷え症）は著しく改善され

た。これらの知見をふまえ、私共は未病と

しての動脈硬化のケアには従来いわれてい

る如く①リスクファクターの管理(体重管

理：高血圧、糖尿病では体重の増加がコン
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トロールを悪くする)と②和食への回帰(そ
れによる脂肪エネルギー比は 25％以下と

し、繊維成分、系不飽和脂肪酸摂取、抗酸

化食、抗血栓食)を推奨している。また、③

運動療法(適度な有酸素運動（20 分）が代謝

の改善に連なる)、④必要に応じ薬物療法(重
症度、心血管病発生の必要などを勘案して

予病治療するが２次予防に天然型ＶＥ剤は

心脳ともに効果が期待されるとする報告が

多く見られている)、⑤それによるプラーク

の安定化へのリスク管理が重要と考えてい

る。 
今日、食の不安が先述したように 80％に

達し、又、生鮮食品微量栄養素の欠品が多

く知られている。以上のことから、日本伝

統食の復興を提唱するものである。 
 

 
 
 

日本文化人類学会北海道地区 
2004 年度研究懇談会報告 

 
桑山 敬己 （ 北海道大学、日本文化人類学会理事 ） 

 
 
 意外と知られてない事実であるが、日本

文化人類学会（旧・日本民族学会）は（1）
北海道・東北地区、（2）関東地区、（3）中

部地区、（4）近畿地区、（5）中国・四国・

九州・沖縄地区、の 5 地区に分かれていて、

各地区で年に複数回の研究懇談会が開催さ

れている（詳細は日本文化人類学会のホー

ムページ「各地区研究会・シンポジウム情

報」の欄を参照）。我々が属している北海

道・東北地区は、さらに北海道と東北の 2
つの地域に分かれていて、それぞれ独自の

研究懇談会を行なっている。日本文化人類

学会から下りる助成金は、各地区（地域）

の会員数を基に決められており、北海道の

場合は年間 5 万円である。道内の研究活動

を活性化するため、なるべく道外から講師

を招きたいと思っているが、予算が限られ

ているので年数回の開催が限度である。 
そんな状況下で、2004 年度は 2 人の講師

を道外からお迎えすることができた。内容

は以下に記すが、とても交通費や宿泊費を

提供することはできないので、お二人とも

他の用事で北海道にいらしたとき、「ついで

に」講演していただくことになった。もち

ろん、事前の打ち合わせが必要だったのだ

が、講師として適当な方をご存知の場合は、

ぜひ情報の提供をお願いしたい。2004 年度

より、研究懇談会は北海道民族学会との共

催という形をとっている。 

第 1 回研究懇談会（2004 年 10 月 31 日） 
 
講師：ナンシー・ローゼンバーガー 
（ 米国オレゴン州立大学人類学部教授 ） 
演題：医療人類学とアメリカにおける食の

安全性 
通訳：保岡 啓子（北海道大学大学院博士

課程後期） 
場所：北海道大学 
 ローゼンバーガー女史は日本研究が専門

で、編著書に Japanese Sense of Self 
(Cambridge University Press, 1992)、著書

に Gambling with Virtue (University of 
Hawaii Press, 2001) などがある。理論的

には医療人類学を柱としていて、今回の講

演ではアメリカにおける「食の安全性」に

ついて話された。ただ、原題は food 
insecurity だったので、焦点は「いかに食

料を確保するか」という問題にあった。 
 豊なはずのアメリカに、なぜ食糧確保の

必要があるのだろうか。実は、今日のアメ

リカでは貧富の差が広がっており、食べ物

が十分でない世帯は何と全米で 9 パーセン

ト、ローゼンバーガー氏が調査したオレゴ

ン州では 12 パーセントにも上っているの

である。同州の経済的下層（下から 20 パー

セント）の年間収入は、1990 年から 2000
年までの期間で約 15,000 ドル、日本円で

200 万円を大きく下回っている。 


